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2017年度事業報告書 

 

I. 総括 

 JDDnetは、発達障害者・家族への援助と一般社会への啓発の活動を行うとともに、

発達障害者支援の Center of Centerとして、発達障害者各団体と公的機関との間にあ

って、政策提言、予算など立法・行政機関などの公的機関へ要望する一方、逆にこれ

ら公的機関からの情報を発達障害者各団体に周知することにより、発達障害者の一般

社会での共生の促進を目的として事業を実施した。以下にその実施状況を報告させて

いただく。 

 

1. 2017年度事業の重点的取組方策 

A) JDDnet体制改善の継続 

① 経営の強化 

② 組織運営の適正化・健全化 

 

B) コンプライアンス遵守のための法人組織体制強化 

① 利益相反・倫理委員会の開催 

日時：2017年 10月 19日(木) 19：00－20：00 

会場：JDDnet事務局 

 

② 規程類の整備 

 認証事業関係規程類変更 

 

C) 適正な法人管理運営 

① 定期代議員総会の開催 

 第 7回代議員総会 

  日時：2017年 6月 25日(日）13：00 － 14：15 

会場：東洋大学 白山キャンパス 6号館 2階 6209教室 

議案 

第 1号議案 正会員入会に伴う代議員・理事選任及び、 

     理事辞任に伴う後任理事選任の件 

第 2号議案 定款変更の件 

第 3号議案 2016年度事業報告の件 

第 4号議案 2016年度収支決算の件 

第 5号議案 2017年度事業計画の件 

第 6号議案 2017年度収支予算の件 

 

 

 

 



 

② 理事会の開催 

 第 1回理事会 

日時：2017年 5月 14日（日） 13:30～16:00 

会場：JDDnet事務所（港区浜松町 1-12-14） 

議題 

  【決議事項】 

   第 1号議案 定款変更の件について 

    第 2号議案 定款細則変更の件について 

    第 3号議案 旅費規程変更の件について 

   第 4号議案 2017年度（第 7回）代議員会の招集の件について 

    【承認事項】 

   第 5号議案 2016年度事業報告の件について 

   第 6号議案 2016年度収支決算の件について 

   第 7号議案 会員入会について 

  【報告事項】 

 ・会員退会について 

 

 第 2回理事会 

日時：2017年 6月 25日（日） 14:30～15:00 

会場：東洋大学 白山キャンパス 6号館 2階 6207 教室 

議題 

  【決議事項】 

   第 1号議案 個人情報保護方針制定について 

 【報告事項】 

 ・新保文彦氏 JDDnet専門委員就任について 

 ・2017年度後期人材育成等研修会（山梨）について 

   

 第 3回理事会 

日時：2017年 9月 24日（日） 13:30～16:00 

会場：JDDnet事務所（港区高輪 2-20-30 桧山第 2ビル 4階） 

議題 

  【承認事項】 

   第 1号議案 2018年度事業計画について 

 第 2号議案 2018年度収支予算について 

 第 3号議案 2018年度日本財団助成金申請について 

   第 4号議案 会員の入会について 



 【報告事項】 

 ・2017年度収支中間報告について 

 ・2017人材育成研修会（前期・後期）について 

 ・2017年度障害者週間「連続セミナー」について 

 

 第 4回メール理事会 

日時：2017年 11月 6日～11月 13日 

議題 

  【決議事項】 

   第 1号議案 「厚労省令改正に伴う認証事業制度変更」について 

 

 第 5回メール理事会 

日時：2018年 1月 15日～9月 8日 

議題 

  【決議事項】 

第 1号議案 「認証事業申請事業所の適合」について 

 

 第 6回理事会 

日時：20181年 3月 18日（日） 13:30～16:00 

会場：JDDnet事務所（港区高輪 2-20-30 桧山第 2ビル 4階） 

議題 

  【決議事項】 

   第 1号議案 2018年度事業計画と予算について 

 【報告事項】 

   ・2018年度日本財団助成金について 

 ・正会員団体「日本トゥレット協会」退会について 

 ・多職種連携委員会 

  国際学校心理学会・日本学校心理士会・日本学校心理学会について 

 ・合同会社 Kuschelについて 

 

 

D) 会員の満足度向上 

JDDnetの本来目的の追求と、これによる会員としてのメリットの実感と会

費負担への好意的意識の向上を目指した。 

 

E) 各省庁の委員会、審議会等への参画 

① 委員会、審議会への参加 

 金融庁 



 銀行・ATM など金融機関における合理的配慮についてヒアリン

グ 

 

 総務省 

 IoT新時代の未来づくり検討委員会 障害者 SWGヒアリング 

 

 厚生労働省 

 WAAD2017実行委員会 

 社会保障審議会障害者部会 

 障害者虐待事案の未然防止のための調査研究ヒアリング 

 今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会ヒアリング 

 障害福祉サービス等報酬改定に係るヒアリング 

 

 国土交通省 

 バリアフリー法及び関連施策のあり方に関する検討会 

 移動等円滑化に必要な旅客施設・車両等構造設備基準等検討委

員会 

 バリアフリー整備ガイドライン改訂検討委員会 

 バリアフリー整備ガイドライン 見え方、聴こえ方、感覚ワー

キング 

 バリアフリー施策基礎研修 

 航空局 障害者差別解消法に基づく対応指針策定ヒアリング 

 みんなが使いやすい空港旅客施設計画資料改訂検討委員会 

 全国バリアフリーネットワーク会議 

 交通事業者向接遇ガイドライン作成等のための検討委員会 

 

 消防庁 

 災害時の情報伝達、避難誘導に関する障害者ニーズ等調査ヒア

リング 

 外国人や障害者等に配慮した火災・地震時の情報伝達・避難誘

導試行訓練 

 

 内閣府 

 成年後見制度利用促進委員会 

 障害者政策委員会 

 障害者週間セミナー 

 

 文部科学省 

 特別支援教育ネットワーク推進委員会 

 

 内閣官房 

 ＵＤ2020連絡会議 心のバリアフリー分科会 

 心のバリアフリーワーキング 

 ユニバーサルデザイン 2020行動計画関係閣僚会議 

 ホストタウンサミット・心のバリアフリーワークショップ 

 



 観光庁 

 ユニバーサルツーリズムの促進検討委員会 

 

 

F) 各党障害者関連委員会・議員連盟等への参画 

① 委員会、議員連盟会議への積極的参加 

② 障害者関連委員会、議員連盟等への意見要望提出 

 自由民主党 

 自民党ユニバーサル社会推進議連 

 

 公明党 

 バリアフリー法及び関連施策のあり方に関する PT会議 

 

 

G) 発達障害の支援を考える議員連盟との連携 

① 会議への参加 

② 意見要望提出 

 発達障害の支援を考える議員連盟（全 1回） 

 

H) 地方組織「都道府県ネットワーク」との連携活動 

都道府県ネットワークと連携による地域活動の活性化と支援を充実 

 都道府県ネットワーク意見交換会 

日時：2017年 12月 2日（土） 

会場：JDDnet事務局 

 発達障害普及啓発事業 

詳細については「Ⅱ2017年度事業報告 2.【啓発講演会】」を参照 

(ア) 2017 JDDnetセミナー inながの 

(イ) 2017 JDDnetセミナー inいわて 

(ウ) 2017 JDDnetセミナー inかごしま 

 

 

I) 各種委員会活動の充実 

① 認定委員会 

 詳細は認証事業制度整備「認証委員会」の箇所参照 

 

② 財務委員会 

 発達障害普及啓発活動 

(ア) セミナー事業の実施 

(イ) 都道府県ネットワークとの関係改善・協業の検討 

 事務局体制の整備 

 

③ 政策委員会 

 各省庁の委員会、審議会への意見要望 

 各党障害者関連委員会・議員連盟への意見要望 

 発達障害の支援を考える議員連盟への意見要望 

 



④ 広報委員会 

 情報管理 

 情報発信 

 広告宣伝活動 

 

⑤ 災害支援対策委員会 

 専門家派遣 

 

⑥ 多職種連携委員会 

 年次大会スタッフ 

 人材育成研修会の実施 

 ＬＤ学会発表 

 発達障害支援における多職種連携のあり方検討 

 

 

J) 収益の増加策 

① 講演・研修会型事業では、参加費を徴収 

② 多数参加型事業では、グッズ販売を実施 

③ 啓発書籍を販売 

④ 認証事業を展開 

⑤ 新規会員（個人会員含む）入会勧誘に努力 

 

K) 支出削減策 

① 事務所の引越により、家賃削減 

② 講演・研修会型事業の会場は、極力公的機関の運営する低額のものに

することにより、会場借料低減。 

③ チラシのデザイン内製化と、低額のネット印刷の活用により、印刷製

本費低減。 

④ 理事会と同日開催による各種委員会開催回数の削減により、旅費交通

費、会場借料、会議費の削減 

 

L) 事務局体制の強化 

① PDCAに基づいた事務局運営 

② 業務の「見える化」 

③ 事務局資料保管の適正化 

④ 会計業務の適正化 

  



II. 2017年度事業報告 

 
1. 専門職支援者による支援態勢強化[多職種連携研修会]  

臨床心理士、言語聴覚士、作業療法士等の専門職の連携により、発達障害者・家

族の支援態勢を強化するための研修会の開催。（2カ所） 

 

多職種連携研修会（人材育成研修会） 

【前期】 

テーマ「発達障害のある人が働くこと・共に働くこととは 

      ～行政・企業が取り組む多様な就労支援～」 

日時：2017年 8月 27日（日） 10：00～16：30 

会場：埼玉県発達障害総合支援センター 

参加者数：約 110名 

内容：講演「グリービジネスオペレーションズが取り組む発達障害就労支援」 

     「ソフトバンクが取り組む発達障害就労支援」 

  「埼玉県が取り組む発達障害就労支援」 

       「川崎市における短時間雇用・就労のトライアル」 

       「発達障害者の就労等についての情報交換会」 

 

【広 報】 

各会員団体へのメール周知、HP での案内を行い、チラシにおいては 3000 枚の

チラシを、大学やハローワークなどを中心に約 250箇所に案内を送付した。 

 

【JDDnet事務局より】 

 本年は、昨年度実施した「大人の発達障害と就労」が好評だったことから、

今年度の前期は、昨年の研修会からのつながりで、実際の就労現場での取り組

みをテーマとして、多様な就労支援について実施した。発達障害の就労は社会

でも大きな課題となっていることから、福祉関係者や、教育関係では大学関係

者の参加が多かった。また、今年度も昨年度に引き続き、研修会最後に参加者

による情報交換会を行った。当初は、グループ内でディスカッションがされる

かどうか不安ではあったが、その不安以上に、参加者はグループでの情報交換

に積極的であった。人材育成研修会と、立場の違う人たちが集まり情報交換を

行う場は、参加者にとっても、私達主催者側にとっても有益であることから、

今後も実施していきたい。 

 

  



【後期】 

テーマ「大人の発達障害」 

日時：：2018年 1月 27日（土） 10：00～16：30 

会場：山梨英和大学 

参加者数：約 130名 

内容：講演「二次障害について～彼らの苦悩と精神症状をめぐって～」 

    「二次障害について～地域で暮らす多問題をかかえた事例への対応～」 

 「サクセス～ASD者が自分らしく生きるための、活きた支援～」 

    「サクセス～自分らしく過ごすための余暇支援～」 

    

【広 報】 

 各会員団体へのメール周知、HP での案内を行い、チラシにおいては 3000 枚

のチラシを、山梨の実行委員会のメンバーを通じて関係者へ配布を行った。 

 

【事務局報告】 

 後期は、JDDnet が人材育成研修会を開催したことのない山梨にて実施した。

小林副理事長が大会長となり、山梨の関係者による実行委員会を立ち上げた。

実行委員会のメンバーによる準備と当日の運営が滞りなくできたことに、この

場を借りて深く感謝申し上げたい。また、会場は、小林副理事長が副学長を務

める山梨英和大学のご厚意により、立派なホールを貸していただけたことにつ

いても、この場を借りて深く感謝申し上げたい。 

 今回の山梨での研修会を実施して思うことは、情報や機会が集中している首

都圏ではなく、地方に必要とする情報と場の提供を行っていくことの大切さで

ある。このような研修会を山梨で実施してほしかったとの声が、多くの参加者

から聞こえたことは、今回 JDDnetが実施した大きな意味があったと感じる。 

  



2. 都道府県ネットワークとの連携による地域の活性化と支援を充実 
[啓発講演会] 
都道府県ネットワークと共催で、啓発講演会を開催。（3カ所） 

 

 2017 JDDnet セミナー in ながの 

日時：2017年 9月 23日(土）9：50-16：20 

会場：豊科公民館ホール 

参加者数：約 230名 

内容：テーマ「発達障害のある子が大人になったとき・・・ 

      ～自分らしく生きるために～」 

 講演「学習障害の基礎知識とこれからの支援の展望」 

      シンポジウム 

 

 2017 JDDnetセミナー inいわて 

日時：2017年 10月 15日(日）10：00-16：30 

会場：岩手県立大学 滝沢キャンパス 講堂 

参加者数：約 150名 

内容：「発達障害者の多様な働き方 

    ～知りたい！支えたい！それぞれの就労～」 

基調講演、シンポジウム、パネルディスカッション 

 

 2017 JDDnet セミナー inかごしま 

日時：2017年 12月 17日(日）10：00-16：30 

会場：鹿児島県医師会館 

参加者数：約 120名 

内容：テーマ「先を見すえた発達障がいへの支援」 

講演「先を見すえた支援とは」 

   行政報告「福井県における発達障がい施策の現状」 

   シンポジウム「継続可能な支援体制構築のために」 

  



3. 第 13 回年次大会の開催[年次大会] 
JDDnet の会員相互の情報交換、JDDnetからの情報提供、開催地からの実情報告を

行うとともに、これに併せ、啓発を兼ねて一般人の参加を促す。 

 

 JDDnet第 13回年次大会 

日時：2017年 12月 3日（日） 10：00～17：00 

会場：東洋大学（白山キャンパス） 

参加者数：約 70名 

内容： テーマ「地域共生社会の実現に向かって ～教育と福祉の連携～」 

シンポジウム 

第1部 『教育の視点から 

第2部 『福祉の視点から』 

第3部 「地域共生社会の実現に向かって～教育と福祉の連携～」 

 

【広 報】 

 各会員団体へのメール周知、HPでの案内を行った。チラシにおいては各会員

団体、議員連盟、東京都内の大学やハローワーク、保健センター等、また、埼

玉、神奈川、千葉の行政施設に対して、約 910カ所（約 5000枚）ほどの案内を

送付した。 

 

【事務局報告】 

 本年は、「地域共生社会の実現に向かって ～教育と福祉の連携～」を大テ

ーマとして、第 1部を「教育の視点から」、第 2部を「福祉の視点から」とし

てシンポジウムを行った。また、2017年 1月に出された「発達障害者支援に関

する行政評価・監視結果に基づく勧告」について、総務省行政評価局から説明

をしていただいた。シンポジストは、発達障害の様々な分野の第一線で活躍し

ている専門家や関係者が理事であることが、JDDnetの強みであり財産であるた

め、本年は、JDDnet理事をシンポジストとした。 

   



4. 発達障害啓発週間イベントの開催・参画[啓発週間イベント] 
 

 2017年 JDDnet発達障害啓発週間映画上映 
日時：2017年 4月 1日（土）、2日（日） 

会場：東京ウィメンズプラザ 

参加者数：約 290名 

内容：映画上映 

「みんなの学校」 

  「シンプル・シモン」 

  「僕と世界の方程式」 

 

【広 報】 

各会員団体へのメール周知、HPでの案内を行った。また、チラシにおいて

は、JDDnet会員のほか、東京・埼玉・神奈川・千葉の発達支援センター等 453

カ所に加え、今回新たに東京都内のハローワーク 62 カ所、大学の学生生活

相談部門 155カ所へも配布を行った。 

 

【事務局報告】 

私達 JDDnetの使命の 1つは、発達障害の理解啓発であることから、多く

の方に発達障害を知っていただく機会の提供が必要だと考え、本年も発達

障害啓発週間に、発達障害に関する映画上映を実施した。JDDnetとして初

めて、クラウドファンディングにて事業費の資金調達を行った。100名の支

援者によって、目標金額 970,000円に対して 1,033,000円の支援金が集ま

った。 

  



5. 放課後等デイサービス事業のレベルの向上を図るための認証事業 
[認証事業]  
発達障害児の様々な態様と障害の程度に対応した知識や技能を持つ各種専門的集

団を会員に擁する JDDnetとして認証事業を実施することにより、全国に数多く営

業する放課後等デイサービス事業のレベルの向上を図る。 

 

 認証事業実施・1事業所認証 

 合同会社葡萄の実「児童デイサービスびたみん」認定 

 

A) 全国に数多く散在する発達障害児放課後等デイサービス事業者の調査（事業

者・事業所、事業概要、所在地）とデータベース化を実施。 

 

B) より高度な専門的知識と経験に裏打ちされたサービスレベル（レベルⅡ）の

認証事業の検討を実施。 

 

 

 


